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社会とつながり未来を創る子供の育成

～社会的事象の見方・考え方を働かせ、
主体的に問いを追究する学習を通して～

東京都小学校社会科研究会

令和２年度研究主題



我が国の政治、歴史、国際社会における
役割の確かな自覚を基に、社会的事象の
意味や特色について多角的に考え、我が
国の未来を考えようとする子供の育成

東京都小学校社会科研究会

６年部会の目指す児童像



社会とつながり未来を創る子供の育成

研究主題

研究の重点内容

① 主体的に追究する問いの工夫

② 見方・考え方を働かせる学習活動の工夫

③ 子供の学びを確かにする評価の工夫

社会的事象の見方・考え方を働かせ、
主体的に問いを追究する学習をつくる研究の重点は？



研究の重点内容

② 見方・考え方を働かせる学習活動の工夫

③ 子供の学び確かにする評価の工夫

〇比較・分類・関連付け・総合して考える学習活動の工夫
４つの視点でそれぞれの時代の出来事を関連図にまとめる！

○見通しと振り返り（集団的な学習調整）の工夫
政治の学習との比較！

① 主体的に追究する問いの工夫

○問いの連続性や構造化
「単元内、単元相互における問いの関連性の工夫」

政治先習をいかした視点を歴史学習にも取り入れる！
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【問題解決的な単元構成メモ】

○単元の目標は何か？

○問題意識をもたせるために、
どのような導入を図るか？

○どんな学習問題にするか？

○どんな追究活動を行わせるか？

○使える資料は何か？
どこで使うか？

○まとめの表現活動を
どうするか？

『武士の世の中へ』

○単元の最後に理解させたいこと・
発言させたいことは何か？



【問題解決的な単元構成メモ】

❶武士による政治が始まったことを理解できるようにする。

❷清盛、頼朝、義経の働きによって、武士の政
治が始まり、頼朝が御恩と奉公という主従関係
によって武士に命令できるようにした。

❹平安時代の政治の振り返りポイント
武士のくらし 貴族の屋敷と武士の
舘の比較⇒年表による学習計画

❸この時代に登場した武士は、どの
ような政治を行っていたのだろう？

❺②平氏による政治③源平の戦い
④幕府の政治（仕組み） ⑤元寇

❻貴族の屋敷・
武士の舘（想像図）
平治物語絵巻
源氏と平氏の勢力図
御恩と奉公の図
元の広がり（地図）等

❼関係図で交流

『武士の世の中へ』

政治＝国の在り方と捉える！



《自立した学び手へ ～教師の問い～》
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